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（図表２）賃金改定額の分布

（図表３）改定率の分布

　改定額の分布では、「6,500円以上」が36社で最も
多く、次いで「6,000円以上6,500円未満」が14社、
「3,500円以上4,000円未満」、「3,000円以上3,500円
未満」がそれぞれ13社であった。（図表2）
　改定率の分布では、「2.4％以上」が44社で最も多
く、次いで「1.6％以上1.8％未満」と「1.2％以上1.4
％未満」がそれぞれ13社、「2.2％以上2.4％未満」
が12社であった。（図表3）

　改定の実施内容では、「定期昇給のみ実施した」
企業が48社（35.0％）で最も多く、次いで「定期昇
給とベースアップを実施した」企業が47社（34.3
％）、「定昇制度はないが昇給を実施した」企業が
19社（13.9％）となっている。（図表4）
　賃金改定にあたり最も重視した要素では、「企業
業績」を挙げる企業が77社（53.1％）で最も多く、
次いで「世間相場」が30社（20.7％）、「労使関係
の安定」が20社（13.8％）となっている。

　当協会は、「2019年春季賃金改定状況調査（加重
平均）」の最終集計を取りまとめた。（表1）
　県内企業138社から寄せられた回答（全て集計可
能）の改定額平均は4,865円、改定率1.86％で、昨年
の最終集計結果（4,472円、1.72％）と比べると、改
定額は393円、改定率は0.14％増加した。

　業種別にみると、製造業75社の改定額平均は5,161
円、改定率は1.99％で、昨年（5,019円、1.82％）と
比べると、改定額は142円、改定率は0.17％増加した。
非製造業63社の改定額平均は4,186円、改定率は1.58
％で、昨年（3,651円、1.52％）と比べると、改定額
は535円、改定率は0.06％増加した。

県内企業の賃金改定状況〈最終集計〉
138社加重平均4,865円、改定率1.86％

（注）① 調査対象495社のうち、集計可能な回答のあった138社の数値である。
② 平均欄の上段は加重平均、下段の（　）内は単純平均である。
③ 当該業種１社のみの回答の場合は数字を伏せているが、平均には含む。
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（表１）2019年 春季賃金改定状況調査結果（加重平均）
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（図表4）賃金改定の実施状況

（図表5）賃金改定に際して最も重視した要素
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（図表5）
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